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シワのサイエンス～成因から改善アプローチまで～

美容外科的しわ治療最新情報
征矢野進一

The Latest Information of the Aesthetic Surgical Treatment for Facial Wrinkles
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Abstract
For the treatment of wrinkles, we used to operate patients. Recently we do more non-surgical treatments such as injec-

tions. I started to inject collagen since 1984. Patients need to have skin test for bovine collagen before the injection of this 
material. Three percent of the patients are positive to the bovine collagen. Hyaluronic acid, hydroxyl apatite, botulinum toxin 
are new products for the treatment of wrinkles.  How to use these materials is very important. Characteristics of these inject-
able materials are different from each other and we have to know what material is good for a certain case. 
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は じ め に

美容外科的なしわの治療には，コラーゲン （Fig. 1），
ヒアルロン酸 （Fig. 2），ハイドロキシアパタイト，ボツ
リヌストキシンなどを用いて治療を行っている。筆者は
1984年よりコラーゲンの臨床応用を始め，1988年に神
田で診療所を開設してからもずっと注入によるしわの治
療を行ってきた。
皮膚の構成成分の 70％を占めるのがコラーゲンであ

るが，これは動物の体細胞を配列させ保護し，細胞それ
ぞれの役割を与えている重要なタンパク質である。それ
を皮膚の凹部への充填剤として使用するのが，コラーゲ
ン注入の治療である。コラーゲンは皮膚への充填材料と
して最適な物質であり，注入した後も周囲の結合組織と
なじんで違和感が少ない。適応疾患としては 主にしわ
であるが，傷跡の陥凹や手術跡陥凹なども対象となる老
化に伴うしわが適応として最も優れている。具体的には
額や眉間のしわ，目尻のしわ，鼻唇溝が深く目立つもの
などは改善がわかりやすい。
しわは皮膚にできる溝であるが，真皮の陥凹が持続す
る変形である。ここに 30ゲージ，33ゲージ，34ゲージ
などの細い注射針を用いて真皮に直接コラーゲンを補充
して，真皮の厚みを増加させ陥凹を整復する
コラーゲンは動物性タンパク質としては，最もありふ
れた物質で，その応用は 1977年より米国にて報告され
ている。日本では 1986年に高研社の Koken Atelocolla-
gen Implant®（以下，アテロコラーゲンと呼ぶ）が，ま

た 1987年に米国コラーゲン社（その後会社名が変遷し
最後に Allergan社）の Zyderm®（以下，ザイダームと呼
ぶ），1991年に Zyplast®（以下，ザイプラストと呼ぶ）
が厚生省より認可を受けた。安全性はすでに 30年以上
も臨床で用いられていることで実証されている。
この動物性コラーゲンは時間とともに，生体のコラー
ゲン分解酵素により自身の膠原繊維の分解行程と同様に
消失していく。幼若なウシの皮膚からコラーゲン製剤を
製造しているが，そのままでは坑原性が強いためコラー
ゲン分子のらせん部分の両端についているテロペプチド
末端を酵素処理して低坑原性にしている。しかし，それ
でもヒトの 3％にアレルギー反応を起こすため，事前に
1回以上の皮内テストを要する。
ここ数年注入治療によるしわ治療が盛んになり，コ
ラーゲン以外にもヒアルロン酸，ハイドロキシアパタイ
ト，ボツリヌストキシンなどが使われるようになった。
以下それらの製剤を用いた治療を解説する。

1.　注入製剤

1–1.　コラーゲン （Fig. 1）
注入製剤のコラーゲンとしては 1977年よりウシ由来
コラーゲン製剤が米国で臨床応用が開始されてから 30
年以上経過している 1）。皮膚の陥凹修復目的で開発され
たが，しわに対して有効であることがわかり，しわの治
療として用いられ始めた 2）, 3）。ウシ由来コラーゲン製剤
を治療に用いる際はアレルギー反応を起こすことがある
ため，4週間の皮内テストの経過観察が必要である 4）。
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